様式第５号

令和　４　年度　学校関係者評価実施報告書（まとめ用）

	学校番号
	２２
	学校名
	吉田特別支援学校
	記載者
	稲葉　敏光


本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）

	　
	取組目標
	成果目標
	自己評価
	関係者

評　価
	意見

	ア
安心・安全
	児童生徒が命を守り、多様性と人格を認め合う教育活動の推進
【人権教育、道徳教育、情報教育】
児童生徒が安全に安心して生活し、活動できる教育環境の整備
【教育環境の整備】
事故や大規模災害等の危機管理体制の強化と情報共有
【危機管理体制の整備と改善】
心にゆとりがあり、教育公務員として自覚と仲間を大切にする姿勢を持った教職員

【業務改善と明るい職場づくり】
	・「自分を大切にし、同じように他人も大切にできた」と答える児童生徒、教職員100％
・「校内であいさつや感謝の言葉がよく聞かれる」と答える教職員100％
	Ａ
	Ａ
	・発語のない児童生徒のあいさつ、表情、相手を見る等はそうしていますか．
・挨拶をする教職員、高等部生徒が減ってきていることに関しては、どうしていきますか．
・学校自己評価の▲の意見も大切です。

	
	
	・保健、医療的ケア、給食、体育等の重大事故発生０件
・「ヒヤリハット等の情報を環境整備に活用した」と答える教職員100％
・医療的ケアの希望研修１回ミニ学習会１回を実施し、研修後、「理解できた」と肯定的に答える教職員90％
	Ａ
	Ａ
	・ヒヤリハットは何件ありましたか？共有方法はどうしていますか？
・ヒヤリハットの共有をして訓練を繰り返すことはとても良いと感じました。
・医ケアの方の緊急時の対応はその方だけではなく、周りの生徒さんへの対応、救急隊員の動線の確保なども大切です。

	
	
	・「危機管理マニュアルを確認し、事故対応や訓練を行い行動できた」と肯定的に答える教職員100％
・「研修や掲示板等の情報を活用して業務を行うように努めた」と答える教職員100％
	Ａ
	Ａ
	・意識の持続が大切です。
・マニュアルの変更、対応は随時してください。

	
	
	・「自分の役割を自覚し、仲間と連携することができた」と答える教職員100％
・「働き方改革の意識をもってワークライフバランス向上のために取り組んだ」と答える教職員90％
	Ａ
	Ａ
	・ＤＩＳＵ理論による分析もよい。
　（主導型、感化型、慎重型、安定型）

	イ
授業
	学習指導要領を踏まえた「主体的・対話的で深い学び」の実現を図る指導技術や実践力専門性のレベルアップ
　
ＩＣＴ教育に対する理解向上

	・学部ごとの授業研究、
年2回以上
・「個別の指導計画に基づいて行われた学習状況や成果を適切に評価し、目標や指導内容、指導方法の改善に努めることができた」と答える教職員100％
・大学教授を招聘した講演会
年2回
・ＩＣＴに関する学習会や実践
・事例の紹介等の実施、年2回
	Ａ
	Ａ
	・大学教授を招聘した講演会に於いて現実と乖離しており日常業務と同のようにリンクさせるのか、わかりにくい。
・ICTの知識の不十分さを感じたから、年２回の勉強会等の機械でよいか。中身（内容）なのか、回数なのか検証が必要と思われる。

	
	12年間を見通したつながりある年間指導計画の作成と授業づくり
【個別の教育支援計画や個別の指導計画とつながった授業づくりと観点別評価】
生涯学習（スポーツ、文化芸術等）につながる教育活動の充実
	・「年間指導計画の作成ができた」と答える教職員100％
・「個別のプロセス図の研修を２回実施し、根拠のある目標設定や見直しができた」と答える教職員100％
・「自立活動の６区分27項目を意識して、個別の教育支援計画・個別の指導計画を作成することができた」と答える教職員100％
・「観点別評価の日々の記録を各学部で整理し、個別の指導計画に反映できた」と答える教職員90％
	Ａ
	Ａ
	・観点別評価の「知識・技能」「主体的に取り組む姿」と異なり、「思考、判断、表現」の判断基準を明確にするとよい。
・教員の「育てたい姿」と子供たち自身の「なりたい姿」が対話的にひびき合う取り組みを期待したい。（時代の思潮として、本人の意思が他の誰かのなるべきに優先されることはあってはならないようになってきているのだから）


	
	
	・「児童生徒の体力の維持向上が実感できる」と答える教職員90％
・「お話の会、読書週間、学級文庫の取組を通して、児童生徒が読書の楽しさや喜びを味わうことができた」と答える教職員90％
	Ａ
	Ａ
	・「体力」の表現が気になる。領域としてせまくないか気になる。

	ウ　連携
	社会に開かれた教育課程の実現を目指した地域・家庭の連携強化
【センター的機能の充実】
自己実現を図るためのキャリア教育の充実
【キャリア教育の推進】
共生社会の実現に向けたコミュニティ・スクールの実施
【地域への理解啓発】
【つながり学習の実践】
	・ニーズに応じたケース会議や学習会を設定したり、情報共有したりして、「必要に応じて保護者や関係機関と連携して取り組んだ」と答える教職員90％
・ニーズに応じた保護者学習会の実施、各学部１回
	Ａ
	Ａ
	・ニーズの多様化、児童生徒の国際化、学校だけでなく福祉サービスの利用など関係する機関や行政も増えています。柔軟な連携が必要です。

	
	
	・「キャリア教育について理解でき、将来の目指す姿から現時点での目標や課題（支援内容）、役割分担等を設定して保護者と話ができた」と答える教職員80％
	Ａ
	Ａ
	

	
	
	・地域の方々に向けた作品展や日頃の学習活動を実施して、「児童生徒についての理解啓発につながった」と答える教職員90％
	Ａ
	Ａ
	・なごやかクラブとの交流に関してスケジュール調整等の手順が提示されるとよい。

	
	
	・交流籍等の実施後のアンケートで「互いに目的を達成できた」と答える本校と相手校80％
・「ホームページは本校について理解を促す分かりやすい内容に　なっている」と答える教職員80％
・「つながり学習の目的や内容を理解し、実践した」と答える教職員90％
・各学部1回以上
	Ａ
	Ａ
	・ホームページの更新頻度が遅い。特に、年間行事や、月予定等の情報は早めに更新してほしい。


